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人にやさしく 
地球にやさしく 
人にやさしく 
地球にやさしく 

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
農
業
を
行

い
、
消
費
者
が
求
め
る
安
全
な
農
畜
産
物

の
生
産
と
供
給
の
基
盤
を
確
立
さ
せ
よ
う

と
、
市
で
は
農
業
関
係
団
体
や
地
元
の
人

た
ち
と
昨
年
の
４
月
か
ら
こ
の
事
業
を
始

め
ま
し
た
。

ま
ず
、
良
質
な
堆
肥
を
市
内
で
生
産
し
、

供
給
す
る
こ
と
。
そ
の
堆
肥
を
使
っ
た
農

業
を
推
進
す
る
こ
と
。
農
業
者
を
育
成
し

た
り
、
そ
れ
ら
の
組
織
作
り
を
推
進
す
る

こ
と
。
こ
の

よ
う
な
こ

と
か
ら
計

画
し
、

実
行
し

て
き
ま

し
た
。

同
時
に
、
堆
肥
の
施
用
効
果
を
実
証
す

る
た
め
の
試
験
を
行
い
、
良
質
の
堆
肥
を

生
産
す
る
た
め
の
研
究
と
、
堆
肥
活
用
に

よ
る
施
肥
の
体
系
を
つ
く
る
な
ど
の
土
作

り
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
試
験
成
果
を
生

産
者
に
伝
え
、
市
内
で
の
堆
肥
安
定
供
給

シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
計
画

で
す
。

今
年
度
は
、
土
作
り
で
、
畜
産
堆
肥
の

効
果
を
実
証
し
て
い
ま
す
。
水
田
に
２
件
、

ナ
バ
ナ
畑
３
件
に
こ
の
堆
肥
を
使
用
し
ま

し
た
。
そ
し
て
昨
年
秋
、
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
た
食
味
審
査
会
で
、
香
り
や

粘
り
な
ど
総
合
的
に
こ
の
堆
肥
を
使
用
し

た
水
田
の
米
の
ほ

う
が
お
い
し
い

と
い
う
結
果

を
得
ま
し
た
。

今
後
は

認
証
マ
ー

ク
の
公
募

判
定
を
予

定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、

堆
肥
供
給
シ
ス

テ
ム
を
検
討
し
て
構

築
し
て
い
き
、
堆
肥
の
生
産
農
家
と
、
畑

や
水
田
で
耕
作
し
て
い
る
人
と
の
共
同
で

消
費
者
に
安
心
、
安
全
な
食
料
「
富
津
ブ

ラ
ン
ド
」
を
確
立
し
て
い
く
計
画
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
相
対
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

安
全
な
食
材

「
富
津
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
し

て
い
き
た
い

自然環境を考えた酪農をめざして

現
在
乳
牛
80
頭
を
飼
育
、
一
日
に
約
2.5
ト
ン

の
フ
ン
が
出
ま
す
。
こ
れ
を
乾
燥
し
醗
酵
さ
せ
、

年
間
お
よ
そ
３
０
０
ト
ン
の
完
熟
堆
肥
を
生
産

し
て
地
元
は
も
と
よ
り
、
安
房
地
域
や
対
岸
の

三
浦
地
域
の
農
家
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
堆
肥
を
作
る
の
に
は
、
施
設
を

導
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
運
ん

だ
り
す
る
労
力
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
安

定
し
た
製
品
を
作
る
の
に
は
技
術
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
費
用
の
面
、
労
働
力
の

面
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
フ
ン
尿
を
有
効

に
活
用
し
て
環
境
の
面
か
ら
も
地
域
の
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昔のように自然循環で安全な作物を作りたい

３
年
前
か
ら
牛
フ
ン
か
ら
作
っ
た
堆
肥
を
畑

に
撒ま

き
、
ナ
バ
ナ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は

天
候
が
不
順
で
、
蒔ま

い
た
種
か
ら
芽
が
出
る
こ

ろ
雨
が
た
く
さ
ん
降
り
、
皆
流
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
３
回
ほ
ど
種
蒔
き
を
し
て
や
っ
と
で

き
ま
し
た
。
味
の
対
比
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

見
た
目
に
は
葉
の
部
分
は
厚
く
、
芽
も
締
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

牛
な
ど
家
畜
の
フ
ン
に
は
、
有
機
物
が
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
機
物
は
野
菜
な

ど
の
栽
培
に
不
可
欠
な
も
の
。
昔
の
よ
う
に
、

家
畜
の
フ
ン

や
落
ち
葉
な

ど
か
ら
で
き

る
堆
肥
で
作

物
を
作
り
、

消
費
す
る
と

い
う
自
然
の

営
み
が
理
想

で
す
ね
。

堆肥生産、供給者のひとり

茂木　義之さん（関豊）

左から
川名あき子さん、渡 美恵さん、
進藤　藤江さん（不入斗）

ま
ず
目
指
す
の
は

良
質
な
堆
肥
の

安
定
し
た
供
給
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変更後の商業地域（３・７ヘクタール）には、映画館などのアミューズメント施
設を誘致します。
変更後の近隣商業地域（６・４ヘクタール）には、大規模駐車場の整備を伴う沿

道型商業施設を誘致します。
変更後の第一種住居地域（２・７ヘクタール）は、周辺の環境と調和した良好な

居住環境の住宅地区とします。

【これまでの経緯】
平成15年10月から 青木土地区画整理組合・関

係機関との話し合い

平成16年 4 月 青木土地区画整理組合から

土地利用計画変更の要望

平成16年 6 月 市が説明会を開催

平成16年 7 月 素案の縦覧

平成16年10月 案の縦覧

平成16年11月 富津市都市計画審議会開催

平成16年12月 千葉県都市計画審議会開催

平成17年 1 月7日 都市計画決定

今回の用途地域の変更に併せ

て、青木地区の地区計画を変更しました。変更後

の土地利用の方針は、下記のとおり。

ゆとりのある良好な低層住宅地で、地域の住民

の利便性が向上するよう利便地区を置き、市民ふ

れあい公園など公園緑地機能や、スポーツ・レク

リエーション機能と一体となったにぎわいの場に

なるよう努めます。また、幹線道路の沿道には、

それにふさわしい沿道サービス施設を誘導し、そ

れぞれの地区の適正な配置で、地区全体をまとめ

て均衡ある土地利用の実現を目指します。

１）低層住宅地区

ゆとりと落ち着きのある居住環境の創出に努

め、良好な低層住宅地の形成を図ります。

２）住宅地区

近隣街区の産業環境と居住環境が調和した良好

な住宅地の形成を図ります。

３）沿道利用地区

近隣街区の居住環境との調和を図りつつ、沿道

サービス施設の立地を中心に土地利用の適正化を

図ります。

４）利便地区

魅力とにぎわいのある商業空間の形成を図るた

め、アメニティー施設、緑地などの適正配置に努

めつつ、一体的な土地利用の促進を図ります。

街づくり課 80・1313

N

この変更に伴い「青木地区地区計画
の区域内における建築物の制限に関す
る条例」（建築条例）の一部も変更にな
りました。詳しくは問い合わせを。
建築課　80・1305

現在、土地区画整理事業を実施している青木地区。ここを商業系の土地利用を拡大
して良好な住環境の低層住宅地と、にぎわいのある商業施設が調和した市街地の形
成を図るため都市計画の変更手続きを行ってきましたが、１月７日に決定しました
ので、その内容をお知らせします。
この決定図書については、街づくり課と千葉県都市計画課（用途地域のみ）で閲覧
することができます。

用途地域 容積/建ペイ 面積 用途地域 容積/建ペイ 面積 
新 旧 

商業地域 

防火地域 

200/80 3.7 ｈａ 

3.7 ｈａ 

第一種低層住居 
専用地域 100/50

200/60

200/60

0.1 ｈａ 

3.6 ｈａ 

0.0 ｈａ 
3.6 ｈａ 

第一種中高層住 
居専用地域 
第二種住居地域 
第一種高度地区 

用途地域 容積/建ペイ 面積 用途地域 容積/建ペイ 面積 
新 旧 

近隣商業地域 

準防火地域 

200/80 6.4 ｈａ 

6.4 ｈａ 

第一種低層住居 
専用地域 100/50

200/60

5.8 ｈａ 

0.6 ｈａ 
0.6 ｈａ 

第二種住居地域 
第一種高度地区 

用途地域 容積/建ペイ 面積 用途地域 容積/建ペイ 面積 
新 旧 

第一種住居地域 

第一種高度地区 

200/60 2.7 ｈａ 

2.7 ｈａ 

第一種低層住居 
専用地域 100/50 2.7 ｈａ 
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家
郷
の
富
津
市
の
地
名
に

は
、
た
と
え
ば
南
部
の
豊
岡
・

御
代
原
・
関
・
大
田
和
な
ど
の

大
字
や
、
北
部
の
大
字
の
大
堀

に
は
、
砂
山
・
西
原
・
鯨
洲
な

ど
の
小
字
ま
で
あ
り
ま
す
。
ほ

ん
の
一
例
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
地
形
・
地
理
・
生
活
・
事
変

な
ど
の
、
背
景
と
い
え
る
原
風

景
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
古
文

書
と
同
様
に
由
来
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。

フ
ッ
ツ
す
な
わ
ち
富
津
を
問

題
に
し
た
、
民
俗
学
者
の
柳
田

國
男
著
『
地
名
の
研
究
』
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
「
富
土
、
風
戸
」

の
章
で
、
地
形
か
ら
命
名
さ
れ

た
フ
ト
や
フ
ッ
ト
の
地
名
は
、

ホ
ド
す
な
わ
ち
女
性
の
陰
部
と

同
語
で
、「
砲
台
の
あ
る
上
総
の

富
津
」
も
、
フ
ト
と
同
類
と
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
由
来
に
な
っ
た
地
形

を
あ
げ
て
、
海
上
の
船
か
ら
見

た
二
つ
の
丘
が
、
二
股
大
根
の

よ
う
で
、
間
か
ら
小
川
が
流
れ

こ
み
、
川
口
に
は
繁
華
な
邑
落

が
あ
り
、
無
視
で
き
な
い
要
地

な
の
で
、
航
海
者
は
大
事
な
人

の
陰
部
と
同
類
の
、
フ
ト
と
命

名
し
促
音
化
で
ッ
が
加
わ
り
、

フ
ッ
ト
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
篠
部

と
川
名
の
間
が
潮
口
の
、
飯
野

平
野
が
入
江
だ
っ
た
、
古
代
の

須
恵
の
潟
港
の
原
風
景
を
、
篠

部
の
海
岸
砂
丘
に
立
っ
て
連
想

し
、
フ
ッ
ト
は
音
韻
変
化
で
フ

ッ
ツ
に
な
り
、
そ
の
原
点
は
川

名
川
口
の
周
辺
で
は
と
考
察
し

て
お
り
ま
す
。

―
フ
ッ
ツ
と
い
う
地
名
―

3
15／ 

（火） 
ま
で
ま
で 

3
15／ 

（火） 
ま
で 

　
皆
さ
ん
、
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
。

　
皆
さ
ん
、
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
。 

　
確
定
申
告
は
、
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を
自
分
で
作
成

　
確
定
申
告
は
、
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を
自
分
で
作
成

す
る
「
自
書
作
成
」
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
市
の
行
う

す
る
「
自
書
作
成
」
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
市
の
行
う

申
告
受
付
会
場
で
も
経
費
な
ど
の
集
計
が
済
ん
で
い
る
こ

申
告
受
付
会
場
で
も
経
費
な
ど
の
集
計
が
済
ん
で
い
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
面
接
を
し
ま
す
の
で
、

と
を
前
提
と
し
て
面
接
を
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備
を

早
め
に
準
備
を

し
て
最
寄
り
の
会
場
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
最
寄
り
の
会
場
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
課
税
課
　
　
・
１
２
４
１
、
木
更
津
税
務
署
　
０
４
３

　
課
税
課
　
　
・
１
２
４
１
、
木
更
津
税
務
署
　
０
４
３
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６
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１

８
・
　
・
６
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６
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皆
さ
ん
、
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
。 

　
確
定
申
告
は
、
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を
自
分
で
作
成

す
る
「
自
書
作
成
」
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
市
の
行
う

申
告
受
付
会
場
で
も
経
費
な
ど
の
集
計
が
済
ん
で
い
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
面
接
を
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備
を

し
て
最
寄
り
の
会
場
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
課
税
課
　
　
・
１
２
４
１
、
木
更
津
税
務
署
　
０
４
３

８
・
　
・
６
１
６
１ 
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申
告
が
必
要
な
人

今
年
の
１
月
１
日
現
在
、
富

津
市
に
居
住
し
て
い
る
人

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

△
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人△
給
与
所
得
の
う
ち
給
与
以
外

の
所
得
が
全
く
無
い
人
で
、
勤

務
先
か
ら
富
津
市
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

（
源
泉
徴
収
票
の
住
所
が
富
津

市
で
な
い
人
や
、
提
出
状
況
が

不
明
な
場
合
は
勤
務
先
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
）

△
所
得
が
な
い
人
の
う
ち
、
同

一
世
帯
の
人
の
申
告
で
扶
養
対

象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
に
な
っ

て
い
る
人

確
定
申
告
が
必
要
な
人

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

な
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
で
す
。

△
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
や
ア

パ
ー
ト
、
貸
家
、
貸
地
な
ど
の

不
動
産
の
貸
し
付
け
を
し
て
い

る
人

△
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
人

△
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て

い
る
人
で
、
給
与
以
外
の
所
得

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

△
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人

△
土
地
、
建
物
な
ど
の
不
動
産

や
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
、
株
式
な

ど
の
資
産
を
譲
渡
し
た
人

な
ど

青
色
申
告
な
ど
は

直
接
、
税
務
署
へ

確
定
申
告
は
、
木
更
津
税
務

署
や
市
内
各
会
場
で
受
け
付
け

し
ま
す
が
、
複
雑
な
内
容
（
青

色
申
告
の
人
や
白
色
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
な
ど
で
収
支

内
容
が
明
確
で
な
い
人
）
の
申

告
や
土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
の

申
告
は
木
更
津
税
務
署
で
お
願

い
し
ま
す
。

申
告
の
と
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑

給
与
所
得
・
年
金
所
得
の
あ

る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
か
収
入

金
額
を
証
明
す
る
も
の

農
業
所
得
・
事
業
所
得
の
あ

る
人
は
収
支
内
訳
書
と
、
平
成

15
年
収
支
内
訳
書
の
控

生
命
保
険
料
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
、損
害
保
険
料
控
除
、

寄
付
金
控
除
の
あ
る
人
は
、
証

明
書
か
領
収
書

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

人
は
、
配
偶
者
の
所
得
を
証
明

す
る
も
の

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

領
収
書
、
保
険
金
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
る
金
額
の
分
か
る
も
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
、

住
民
票
（
本
人
の
も
の
）、
金
融

機
関
の
残
高
証
明
書
、
登
記
簿

謄
本
、
請
負
契
約
書
の
写
し
な

ど
金
融
機
関
の
口
座
番
号
の
分

か
る
も
の

木
更
津
税
務
署
で
は

日
曜
日
で
も

受
け
付
け
し
ま
す

木
更
津
税
務
署
で
は
、
所
得

税
、
贈
与
税
、
個
人
消
費
税
の

申
告
書
用
紙
の
配
布
、
申
告
書

作
成
の
相
談
と
申
告
書
の
受
付

を
、
２
月
20
日
・
27
日
の
日
曜

日
に
限
り
行
い
ま
す
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

作
成所

得
税
の
確
定
申
告
書
・
収

支
内
訳
書
・
青
色
申
告
決
算
書

な
ど
が
、
自
宅
で
作
成
、
印
刷

を
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
。
ア
ド
レ
ス
は
、

http//w
w
w
.nta.go.jp

市
・
県
民
税
の

申
告
は

平成17年度　申告出張受け付け日程表 
＊ 土地・建物などを売って、譲渡所得のある人は、市役所では受け付けできません。 
   直接税務署に申告相談に行ってください。   
＊ 2月中は天羽行政センターでの申告相談・受け付けは行っていません。  

受付時間　午前9時～11時30分、午後1時～4時 
期　　日 

２月16日（水） 
 

２月17日（木） 
 

２月18日（金） 
 

２月21日（月） 
２月22日（火） 
２月23日（水） 
２月24日（木） 
２月25日（金） 
２月28日（月） 
３月１日（火） 
３月２日（水） 
３月３日（木） 
３月４日（金） 
３月７日（月） 

 
３月８日（火） 

 
３月９日（水） 

 
３月10日（木） 

 
３月11日（金） 

 
３月14日（月） 

 
３月15日（火） 

　　 受  付  場  所 
金谷コミュニティセンター 
竹岡コミュニティセンター 
梨沢公民館（午前中） 
関豊ふれあいシニア館 
環南小学校（午前中） 
峰上公民館 
市民会館 
市民会館 
富津公民館 
中央公民館 
佐貫コミュニティセンター 
 
 
市役所大会議室 
 
 
市役所大会議室 
天羽行政センター2階 
市役所大会議室 
天羽行政センター2階 
市役所大会議室 
天羽行政センター2階 
市役所大会議室 
天羽行政センター2階 
市役所大会議室 
天羽行政センター2階 
市役所大会議室 
天羽行政センター2階 
 

　　　　　  対　象　地　区 
金谷地区 
竹岡（十宮を除く）・萩生 
梨沢 
関豊地区（大田和・大川崎を除く） 
志駒・山中 
環地区（大田和・大川崎を含む） 
更和・加藤・望井・台原・桜井・天神山地区（梨沢を除く） 
湊・数馬・岩坂・竹岡（十宮） 
東町・仲町・西町・浜町・新町・新井・川名・篠部 
小久保・岩瀬 
佐貫地区 
千種新田・西大和田 
絹・相野谷・一色・障子谷・上・近藤・八田沼・中 
山王・下飯野・上飯野・青木・西川 
大堀・大堀１丁目～３丁目 
二間塚・本郷・前久保 
 
 
 
 
 
 
市内全地区 

所
得
税
の

確
定
申
告
は

今月の納期 
　 
固定資産税　　　第4期 
国民健康保険税　第8期 
介護保険科　　　第8期 
　 
納期限は2月28日です 
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人
（
不
自
由

と
思
わ
れ
る

児
）
の
こ
と
。

こ
の
よ
う
な

人
た
ち
の
現

状
と
こ
れ
か

ら
の
支
援
に

つ
い
て
、
磯

辺
真
理
子
千

葉
県
こ
ど
も

病
院
眼
科
主

任
医
長
ら
の

講
演
と
小
出

佳
子
Ｊ
Ｒ
Ｐ

Ｓ
日
本
網
膜

色
素
変
性
症

協
会
千
葉
県

支
部
長
ら
に

よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

参
加
費

１

０
０
０
円

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
千
葉
事

務
局
補
佐
太
田
　
０
４
３
・
２

７
０
・
７
３
０
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

koji-ohta@
h3.dion.ne.jp

日
時

２
月
26
日

午
前
11
時

〜場
所

千
葉
職
業
能
力
開
発
短

期
大
学
校
（
千
葉
中
央
駅
か
ら

徒
歩
10
分
）

内
容

中
須
賀
真
一
東
京
大
学

航
空
宇
宙
工
学
専
攻
教
授
に
よ

る
「
超
小
型
衛
星
に
よ
る
新
し

い
宇
宙
開
発
と
も
の
づ
く
り
教

育
」
と
題
す
る
基
調
講
演
や
、

電
子
工
作
・
Ｃ
Ｇ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
・
鉋

か
ん
な

削
り
と
木
軸
組
多
面

体
パ
ズ
ル
な
ど
の
も
の
づ
く
り

体
験
（
高
校
生
以
上
対
象
、
先

着
各
10
人
）、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ

ン
ジ
ン
カ
ー
実
演
走
行
な
ど

農
薬
大
根
の
漬
物
な
ど
の
領
布

同
学
校
　
55
・
４
３
３
３
、

55
・
７
８
５
９

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
終

了
証
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象

と
し
た
研
修

日
時

２
月
16
日

午
前
９
時

〜
正
午
ま
た
は
午
後
１
時
〜
４

時場
所

君
津
市
八
重
原
公
民
館

受
講
料

無
料

持
ち
物

筆
記
用
具
、
16
ミ
リ

映
写
機
操
作
講
習
修
了
証

申
し
込
み
・

君
津
地
方
視
聴

覚
教
材
セ
ン
タ
ー
　
０
４
３
８

・
25
･
２
７
０
７
ま
た
は
生
涯

学
習
課
　
80
･
１
３
４
２

日
時

２
月
13
日

午
後
１
時

〜
４
時
30
分

場
所

千
葉
市
民
会
館

内
容

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

種
々
の
眼
疾
患
に
よ
っ
て
日
常

生
活
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る

参
加
費

無
料

申
し
込
み
・

同
校
総
務
課

０
４
３
・
２
４
２
・
４
１
６
６

日
本
と
世
界
各
国
の
青
年
の

交
流
を
通
し
、
相
互
理
解
と
友

好
を
深
め
、
広
い
国
際
的
視
野

と
国
際
協
力
の
精
神
を
養
う
機

会
で
す

募
集
期
間

２
月
21
日

〜
３

月
22
日

応
募
資
格

年
齢
18
歳
〜
30
歳

で
交
流
活
動
を
円
滑
に
行
え
る

一
般
教
養
と
英
語
力
が
あ
る
人

内
容

航
空
機
に
よ
る
派
遣

（
国
際
青
年
育
成
交
流
、
日
中

・
日
韓
青
年
親
善
交
流
）

船

舶
に
よ
る
派
遣
（
世
界
青
年
の

船
、
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
）

30
分
〜
11
時
受
付
（
雨
天
の
場

合
３
月
６
日

）

受
付
場
所

佐
貫
小
学
校

コ
ー
ス

佐
貫
小
学
校
〜
宝

竜
寺
〜
自
然
林
道
〜
休
憩
所
〜

峠
〜
マ
ザ
ー
牧
場
の
約
８
キ
ロ

参
加
費

大
人
６
０
０
円
、
４

歳
〜
中
学
生
５
０
０
円
（
保
険

料
、
入
場
料
込
み
）

※
ユ
ニ
セ
フ
お
楽
し
み
抽
選
会

（
午
後
０
時
15
分
〜
１
時
）
あ
り

同
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
　

37
・
３
２
１
１

日
時

２
月
８
日

、
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
、
９
日

午

前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

ア
ピ
タ
君
津
店
市
役
所

側
入
り
口

内
容

陶
芸
品
、
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト
製
品
、
廃
油
石
鹸
、
こ
う

ぞ
和
紙
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
、
無

（4）

催
し
・
講
習
 

　
月
・
　
月
の
相
談
 

月

日

 

相

談

名

 　

月

 　

月

 

２ 

日 

３ 

日
４ 

日 

２
日 

16
日 

２
日 

16
日 

月
曜
日 

火
水
金 

月
曜
日 

火
水
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

第
２
・
４ 

月
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

水
曜
日 

第
１
・
第
３ 

金
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎
週 

月
〜
金 

※
水
曜
日 

　
は
除
く 

２ 

日 

３ 

日 

４ 

日 

場

所

 

時

間

 

問
い
合
わ
せ 

各
公
立
保
育
所 

（
電
話
相
談
も
可
） 

市

役

所 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

各
公
立
保
育
所 

毎

週

 

月
〜
金 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
後
５
時
〜 

　
　
７
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

（
電
話
可
） 

午
前
８
時 

　
　
30
分
〜 

午
後
５
時 

（
電
話
可
） 

毎

週

 

月
〜
金 

14
日 

14
日 

毎

週

 

火
曜
日 

毎

週

 

火
曜
日 

結

婚

相

談

 

児
童
家
庭
相
談 

職

業

相

談

 

消

費

生

活

 

苦

情

相

談

 

子

育

て

 

ア
ド
バ
イ
ス 

シ
ル
バ
ー
相
談 

交
通
事
故
相
談 

納

付

相

談

 

人
権
・
行
政
相
談 

 

※
祝
日
は
除
き
ま
す 

※
祝
日
は
除
き
ま
す 

相

談

名

 

な
ん
で
も
相
談 

介

護

相

談

 

法

律

相

談

 

子
育
て
相
談 

住
宅
改
造
相
談 

場

所

 

相
談
員 

民
生
委
員 

弁

護

士

 

保

育

士

 

介
護
福
祉
士 

建

築

士

 

介
護
福
祉
士 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

相
談
方
法 

面

接

 

電
話 

80
・
７
３
２
１ 

電
話 

87
・
５
０
７
７ 

面
接 

◆
予
約
制 

87
・
９
６
１
１ 

電
話 

０
４
３
８
・
37
・ 

２
９
４
８
 

65
・
２
７
７
２ 

65
・
０
０
５
９ 

87
・
２
１
０
４ 

面
接
も
可 

時

間

 

 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

セ
ン
ト
ケ
ア 

木
更
津 

和
光
保
育
園 

大
貫
保
育
園 

富
津
保
育
園 

特
別
養
護
老
人 

ホ
ー
ム 

【
紫
苑
荘
】 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー 

 

�
87
・
９
６
１
１ 

ふ
れ
あ
い
相
談 

問 

社
会
福
祉
協
議
会 

各
　
　 

種
　
　 

相
　
　 

談 

３ 

２ 
日 

24
日 

25
日 

28

日 

28

 

 
日 

31

ま
た
は
電
話 

87
・
９
６
１
１ 

 

 3

2

市
役
所（
第

３
火
曜
日
は

市
民
会
館
） 2

9

1

～ 

日
時

３
月
21
日

午
後
２
時

開
演

場
所

南
総
文
化
ホ
ー
ル

出
演

指
揮
　
小
崎
雅
弘
さ
ん
、

カ
ル
メ
ン
　
森
山
京
子
さ
ん
、

ド
ン
・
ホ
セ
　
田
代
誠
さ
ん
、

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉
ほ
か

入
場
料

一
般
３
５
０
０
円
、

学
生
３
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

（
花
摘
み
や
イ
チ
ゴ
狩
り
の
観
光

セ
ッ
ト
券
４
５
０
０
円
）

同
ホ
ー
ル
　
０
４
７
０
・

22
・
１
８
１
１

日
時

２
月
27
日

午
前
８
時

県
民
芸
術
劇
場
館
山
公
演

南
総
ホ
ー
ル
オ
ペ
ラ「
カ
ル
メ
ン
」

第
95
回
南
房
総
鹿
野
山

歩
け
歩
け
大
会

菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク

関
東
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン

県
選
考
会

４
月
13
日

応
募
先
・

千
葉
県
県
民
生
活

課
青
少
年
室
　
０
４
３
・
２
２

３
・
２
３
３
０

求
職
者
を
対
象
に
６
カ
月
間

の
職
業
訓
練

訓
練
科
･
定
員

金
属
加
工
科
、

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
、
各
15
人
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー

ク
科
、
16
人

訓
練
期
間

４
月
４
日

〜
９

月
29
日

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
実
費
）

申
し
込
み

２
月
18
日

〜
３

月
10
日

に
雇
用
保
険
・
船
員

保
険
受
給
者
、
受
給
予
定
者
は

公
共
職
業
安
定
所
、
そ
れ
以
外

は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
へ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津

52
・
０
２
１
９

募
　
集
 

平
成
17
年
度
内
閣
府
青
年

国
際
交
流
事
業
の
参
加
者

16
ミ
リ
映
写
機

操
作
許
可
者
研
修
会

君
津
養
護
学
校
作
業
学
習

製
作
品
頒
布
会

第
１
回
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

ケ
ア
千
葉
講
演
会

ア
ビ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス

入
所
者
（
４
月
生
）

市非常勤一般職員募集
市では，次のとおり非常勤一般職員を募集します。

○申し込み
所定の申込書に必要事項を記入し、2月2日(水)～15日(火) (午前8
時30分～午後5時15分、土日祝日除く)に市役所へ直接持参または郵
送（2月15日(火)の消印有効）で
（申込書の請求先）〒293-8506 富津市下飯野2443番地

富津市役所行政管理課職員係
○面接日時・場所
一般事務補助員
・2月28日(月）午前9時30分(午前9時集合)
・市役所5階502会議室
学校用務員
・2月23日(水）午前9時30分(午前9時集合)
・市役所4階401会議室

○採用予定時期
4月1日(金）
※応募者多数の場合は、筆記試験を行います。
同課　80・1210

職　種

一般事務補助員

学校用務員

人数

若干名

２人

受　験　資　格

昭和30年4月2日から
昭和62年4月1日までに
生まれた人

　ラジオ･テレビなどで活躍し、子育てに関する著書も多
数ある阿部先生。“現代っ子”という通称は、『現代っ子採
点法』という阿部さんの著書から生まれたといわれてい
ます。 
　今回は、子育てに携わる父親の重要性を中心にした内
容の講演です。お母さんだけでなく、お父さんやおじいさ
んおばあさん、また若い人にも聴いていただきたいと思
います。 
  
日時　2月13日（日）　午後1時45分～ 
場所　中央公民館（ホール） 
対象　どなたでも 
参加費　無料 
※保育あり（就学前のみで2月8日（火）までに要予約） 
保育申込先・ 　生涯学習課　 80・1342、または中央公
民館　 65・2251

講師　教育評論家　阿部　進 さん 

～（仮題）カバごん先生の“親の役割とは…”～ 
講師　教育評論家　阿部　進 さん 

～（仮題）カバごん先生の“親の役割とは…”～ 
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（5）

関
東
電
気
安
保
協
会
千
葉

事
業
本
部
君
津
事
業
所
　
54
・

９
９
２
１

●
表
計
算
ソ
フ
ト
（
実
務
応

用
編
）

日
時

３
月
８
日

〜
10
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料

７
０
０
０
円

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
接
続

活
用
編
）

日
時

２
月
15
日

〜
17
日

、

22
日

〜
24
日

午
後
６
時
〜

９
時
　

受
講
料

７
０
０
０
円

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
（
ジ

ャ
バ
ス
ク
リ
プ
ト
編
）

日
時

２
月
19
日

、
20
日

、

26
日

、
27
日

午
前
９
時
〜

26
日

、
27
日

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

受
講
料

１
万
２
０
０
０
円

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
　

52
・
０
２
１
９

午
後
４
時

受
講
料

７
５
０
０
円

●
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
ソ
リ
ッ

ド
モ
デ
ル
編
）

日
時

２
月
19
日

、20
日

、

場
所

袖
ヶ
浦
市
役
所
７
階
会

議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

※
入
札
の
開
始
ま
で
に
市
税
が

納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
公
売
を

中
止
し
ま
す
の
で
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
課
　
80
・
１
２
４
３

会
社
や
父
母
会
、
老
人
会
な

ど
の
催
し
の
時
に
電
気
の
安
全

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
承
り
ま

す
。
漏
電
・
感
電
、
電
気
火
災
、

電
気
事
故
例
な
ど
の
講
習
会

や
、「
ク
イ
ズ
電
気
安
全
１
０

０
点
満
点
」
な
ど
電
気
安
全
の

ビ
デ
オ
貸
し
出
し
を
無
料
で
行

い
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　 

問 

消
子
ち
ゃ
ん
の
そ
こ
が
知
り
た
い
住
宅
防
火 

1 1 9消防 

火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

�
65
・
４
９
４
９ 

シ
キ
ュ
ー 

シ
キ
ュ
ー 

消
子ち

ゃんからのひとこと

備えていますか、住宅用防災機器 
  ◆ 消子ちゃんから◆ 
　おばあちゃんは、立ち消え安全装置の付いたコンロで、 
防炎製品のエプロンを着てお料理。おじいちゃんの寝室 
には火災警報器があるし、布団は防炎製品なんだよ。 

いろんな防災 
機器を上手に 
使って、暮ら 
しの安心を守 
りましょう。 

 
 

火は消した？　いつも心に
　　　　　きいてみて

移動図書館巡回日 

★どなたでも無料です 
★１人１回３冊まで 

ス テ ー シ ョ ン 名  ２月 停　車　時　間 ３月 
山 九 　 下 飯 野 社 宅  

飯野コミュニティセンター  

富 津 公 民 館 　 青 堀 分 館  

J A き み つ 青 堀 支 店  

J A き み つ 富 津 支 店  

金谷コミュニティセンター  

竹岡コミュニティセンター  

富津市役所　天羽行政センター 

富 津 市 立 環 小 学 校  
富 津 市 立 天 神 山 小 学 校  

富 津 市 役 所 　 関 豊 連 絡 所  

農 村 青 少 年 研 修 セ ン タ ー  

（ 旧 ）J A 富 津 市 佐 貫 支 店 

県 営 富 津 団 地  

  9  時30分～10時 

10時10分～10時40分 

11時～11時40分 

  2  時～  2  時40分 

  3  時～  3  時50分 

10時～10時40分 

11時～11時30分 

  2  時～  2  時40分 

  2  時50分～  3  時40分 

10時～10時30分 

10時50分～11時20分 

  1  時30分～  2  時 

  2  時20分～  3  時 

  3  時20分～  3  時50分 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

 3 日（木） 

15日（火） 

 8 日（火） 

24日（木） 

10日（木） 

22日（火） 

 3 日（木） 

15日（火） 

 8 日（火） 

24日（木） 

10日（木） 

22日（火） 

今月の新着図書（抜粋） 

・ ギャンブル依存(いぞん)と 

　 たたかう　　 　　 （帚木蓬生） 

・ 手抜き家事のコツ  （阿倍絢子） 

・ 鍋でごはんを炊こう（平松洋子） 

・ 頑張らなくてもできる介護 

　　　　　　　　　（山崎えり子） 

・ もうひとつの冬のソナタ 

　　　　  　　　　   （キム･ウニ） 

・ そのときは彼によろしく 

　　　　　  　　　　 （市川拓司） 

・ 対岸の彼女　　  　（角田光代） 

・ 船宿たき川捕物暦  （樋口有介） 

・ 大河な日日　 　 　（三谷幸喜） 

・ メンデ　奴隷にされた少女 

　　　　　　  （メンデ･ナーゼル） 

しょう ひ   しゃ 

おや  こ あそ 

ははき ぎ  ほう せい 

 

 あ　 べ あや   こ 

いちかわ たく   し 

かど  た  みつ  よ 

  ひ  ぐち ゆう すけ 

  み  たに こう   き ひ　び 

ど  れい 

たいかい 

交
通
事
故
相
談
所
安
房
支
所

で
は
、
専
任
の
相
談
員
に
よ
る

交
通
事
故
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。簡
単
な
相
談
は
電
話
で
も
。

相
談
日

土
日
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

費
用

無
料

※
巡
回
相
談
で
は
月
に
１
日
、

富
津
市
役
所
で
も
行
っ
て
い
ま

す
（
日
程
は
４
ペ
ー
ジ
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
）

千
葉
県
安
房
支
所
　
０
４

７
０
・
22
・
７
１
３
２

労
働
災
害
や
職
業
病
、
労
災

事
故
後
の
保
障
の
問
題
な
ど
弁

護
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
対

応日
時

２
月
26
日

午
後
１

時
〜
４
時

場
所

千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料

※
予
約
不
要
、
当
日
受
付

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
　
０

４
３
・
２
２
５
・
４
５
６
７

相
続
登
記
を
何
代
に
も
わ
た

っ
て
放
置
し
て
お
く
と
権
利
関

係
が
複
雑
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
。
相
続

登
記
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う

期
間

２
月
１
日

〜
28
日

場
所

県
内
の
司
法
書
士
事

務
所千

葉
司
法
書
士
会
木
更
津
支

部
前
田
事
務
所
　
53
・
１
４
９

６
、
千
葉
司
法
書
士
会
　
０
４

３
・
２
４
６
・
２
６
６
６

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え

し
た
電
話
加
入
権
の
公
売
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
８
日

午
前
10
時

労
災
職
業
病
な
ん
で
も

相
談
会

安
房
支
所
の
交
通
事
故
相
談

相
　
談
 

電
気
安
全
の
講
習
会
を

承
り
ま
す

2
月
は
相
続
登
記
促
進
月
間

相
続
登
記
に
関
す
る

無
料
相
談

電
話
加
入
権
の
公
売

案
　
内
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

（
２
〜
３
月
期
）

様
々
な
手
口
で
せ
ま
っ
て
く
る
悪
質

商
法
に
対
応
す
る
た
め
、
特
定
商
取
引

法
が
改
正
。
事
業
者
に
対
す
る
規
制
強

化
と
消
費
者
を
救
済
す
る
た
め
の
ル
ー

ル
が
昨
年
11
月
11
日
か
ら
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

消
費
者
救
済
の
た
め
の
民
事
ル
ー
ル

事
業
者
が
、
商
品
の
性
能
な
ど
重
要

な
事
実
を
言
わ
な
か
っ
た
り
嘘
を
つ
い

た
り
し
た
こ
と
で
、
消
費
者
が
誤
っ
て

契
約
を
し
た
場
合
は
、
契
約
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
者
が
嘘
を
言
っ
た
り
、
脅
し
た

り
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
妨
害
し
、

そ
れ
に
よ
り
誤
解
し
た
り
、
怖
く
な
っ

て
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
期
間
が
過
ぎ
て
も
可
能
で

す
。

事
業
者
へ
の
規
制
強
化

商
品
の
販
売
な
ど
の
勧
誘
を
す
る
前

に
、
販
売
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。

販
売
目
的
を
隠
し
て
、
一
般
の
人
が

出
入
り
し
な
い
場
所
に
誘
い
こ
ん
で
勧

誘
す
る
こ
と
を
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
し

ま
し
た
。

商
品
の
性
能
な
ど
に
関
す
る
重
要
な

事
実
を
わ
ざ
と
消
費
者
に
言
わ
な
い
行

為
を
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
し
ま
し
た
。

下
表
に
心
あ
た
り
の
あ
る
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
け
ど
解
約
し
た
い
。
そ
ん

な
と
き
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
！

商
工
観
光
課
　
80
・
１
２
８
７

自宅への訪問販売、アポイントメント・セールス（電話などで 
販売目的を告げずに事務所などに呼び出して販売） 訪問販売 

電話で勧誘し、申し込みを受ける販売 電話勧誘販売 

新聞、雑誌、インターネットなどで広告し、郵便、電話などの 
通信手段で申し込みを受ける販売 
 

個人を販売員として勧誘し、さらに次の販売員を勧誘させる 
形で、販売組織を連鎖的に拡大して行う商品・役務の販売 

「仕事を提供するので収入が得られる」と誘引し、仕事に必 
要であるとして、商品などを買わせ金銭負担を負わせる取引 

エステ、語学教室、家庭教師、学習塾、結婚情報サービス、パソコ 
ン教室など、長期的・継続的な役務の提供と高額な対価の取引 

通信販売 

特定継続的役務提供 

連鎖販売取引 
（いわゆるマルチ商法） 

業務提供誘引販売取引 
（いわゆる内職・モニター商法） 

特定商取引法の対象となる取引類型 

育英資金をご利用ください

４月から大学や高校に進学する人、または
現在在学中の人で、経済的に就学が困難な場合
に学資を無利子でお貸しします。

資　　　格 市内に在住している人で学校長が品行

方正、学力優秀、身体強健と認める人

資金限度額 大学生　月額２万円、高校生　月額１

万円

貸与期間 在学する学校での正規の修業年限

返済期間 卒業の月の１年後から10年以内

申し込み・ 学校教育課　８０・１３３９
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「
消
滅
時
効
」

と
は

（6）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船

員
保
険
の
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
、
誕
生
月
の
末
日

ま
で
に
社
会
保
険
庁
に
「
年
金

受
給
者
現
況
届
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

誕生月には

現況届を

提出しましょう

俳
　
　
句

稲
村
蓼
花
　
選

吹　

き
晴
れ
て
富
士
見
ゆ
る
日
や
大
根
干
す

（
評
）
北
風
の
日
は
富
士
が
美
し
い

産
み
月
の
娘こ

に
付
添
ひ
て
日
向
ひ
な
た

ぼ
こ
　

（
評
）
冬
日
の
縁
に
い
つ
ま
で
も

冬
の
日
の
奥
座
敷
ま
で
差
し
込
み
ぬ

（
評
）
あ
っ
と
い
う
間
の
日
差
し

野
水
仙
早
や
一
輪
の
咲
き
そ
め
し

（
評
）
暖
か
い
日
ざ
し
を
受
け
て

人
住
ま
ぬ
部
屋
に
も
そ
っ
と
豆
を
撒ま

く

（
評
）
福
は
内
鬼
は
外

選
　
者
　
吟

ふ
る
さ
と
の
春
は
海
か
ら
来
る
と
い
ふ

（
小
久
保
）

（
岩
瀬
）

（

湊

）

（
亀
田
）

（
小
久
保
）

平
野
　
保
一

鈴
木
さ
と
み

川
崎
　
直
子

倉
地
美
紗
緒

平
野
　
壽
子

稲
村
　
蓼
花

短
　
　
歌

精
進
の
料
理
に
出
さ
れ
し
蕗
の
薹と
う
口
に
ふ
く
め
ば
苦
さ
残
れ
る

沈
み
た
る
夕
日
の
余
韻
海
と
空
の
け
ぢ
め
も
無
く
て
紅あ
か
く
染
め
を
り

大
通
り
行
か
ず
わ
ざ
わ
ざ
畦
道
あ
ぜ
み
ち
を
懐
か
し
み
歩
む
従
妹
の
家
に

羽
撃
は
ば
た

き
て
谷
を
渡
れ
る
山
鳥
の
雄お
す
の
一
羽
が
向む
か
つ
峰ね

越
ゆ
る

磯
馴
そ

な

れ
松
の
趣
め
で
し
こ
の
浜
は
白
砂
の
み
に
風
の
渡
れ
る

（
千
種
新
田
）

（
八
幡
）

（
八
幡
）

（
八
幡
）

（
佐
貫
）

渡
辺
勢
津
子

伊
藤
　
く
に

小
川
　
　
守

小
川
　
陽
子

志
波
　
芳
子

陸上競技場
２／５、19 ふれあいジュニア陸上教室
２／12 木更津陸協記録会
２／27 千葉県ケーブルテレビ杯

平成16年度千葉県少年サッカー選手権３年
生大会

球技広場
２／27 第22回富津中央ロータリー旗争奪大会

（少年野球）
総合社会体育館
２／５　君津支部中学校バドミントン１年生大会
２／５、６　君津地方中学校１年生バレーボール大会
２／５、12、19、26

スポーツ教室（バドミントン・ソフトバレ
ー・インディアカ）

２／11 第24回富津市バドミントン大会（Ａリーグ）
２／13 第14回ＴＥＰＣＯバレーボール大会
２／20 第24回富津市バドミントン大会（Ｂリーグ）
２／26、27 アクアカップバスケットボール大会

スポーツ施設2月行事予定
管理事務所 87・4205  http://www.fureai-kouen.com

国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療

機
関
へ
の
支
払
い
（
療
養
の
給

付
）
や
、
返
金
な
ど
の
保
険
加

入
者
へ
の
支
払
い
（
療
養
費
な

ど
の
支
給
）、
出
産
育
児
一
時
金

や
葬
祭
費
を
支
給
す
る
こ
と
が

法
律
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
『
保
険

給
付
』
と
言
い
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
は
、
こ
の
保
険
給
付
を
受
け

る
権
利
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

権
利
は
そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
の
起

算
日
（
下
記
）
か
ら
２
年
を
経

過
し
た
時
は
、
時
効
に
よ
っ
て

国保年金課 

� 80・1271

問い合わせ 

国
保
 

問い合わせ 

国保年金課 
�80・1254

年 金 

Fukushi

消
滅
し
ま
す
。

・
療
養
費
・
医
療
費
…
治
療
費

を
支
払
っ
た
日
の
翌
日

・
出
産
育
児
一
時
金
…
出
生
日

の
翌
日

・
葬
祭
費
…
葬
祭
を
行
っ
た
日

の
翌
日

・
高
額
療
養
費
（
一
般
）
・
高

額
医
療
費
（
老
人
）
…
診
療
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
の
１
日
（
た

だ
し
、
診
療
費
を
診
療
月
の
翌
月

以
後
に
支
払
っ
た
時
は
支
払
日
の

翌
日
）

保
険
証
が
使
え
な
い
時

病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

�
健
康
診
断
�
人
間
ド
ッ
ク
�

予
防
注
射
�
正
常
な
妊
娠
・
分

娩
�
歯
列
矯
正
�
軽
度
の
わ
き

が
や
し
み
�
美
容
整
形
�
経
済

上
の
理
由
に
よ
る
妊
娠
中
絶
な

こ
の
届
け
は
、
年
金
を
受
け

て
い
る
人
や
そ
の
家
族
の
状
態

に
変
化
が
な
い
か
を
確
か
め
て
、

引
き
続
き
年
金
を
支
給
す
べ
き

か
ど
う
か
を
決
定
す
る
、
年
に

一
度
の
大
切
な
届
出
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月

の
初
め
に
本
人
あ
て
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
本
人
ま
た
は
代

理
人
が
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
提
出

さ
れ
な
い
と
、
年
金
の
支
払
が

遅
れ
た
り
、
差
し
止
め
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

な
お
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
１
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
は
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

現
況
届
の
用
紙
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

ま
た
、
20
歳
前
に
初
診
の
あ

る
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

と
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し

た
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
人
の
現
況
届
の
提
出
期
限
は

７
月
末
日
で
す
。

年
金
保
険
料
控
除
納
付
証

明
書
は
、
市
で
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
。
社
会
保
険
庁
で
の

発
行
と
な
り
ま
す
。

ど業
務
上
の
け
が
や
病
気

こ
れ
ら
は
雇
用
主
が
負
担
す

べ
き
も
の
な
の
で
、
労
災
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

制
限
さ
れ
る
時

�
故
意
の
犯
罪
行
為
や
故
意
の

事
故
�
け
ん
か
や
泥
酔
な
ど
に

よ
る
傷
病
�
医
師
や
保
険
者
（
富

津
市
の
国
民
健
康
保
険
の
こ
と
）

の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
時

国
保
の
届
出
は
14
日
以
内
に
！

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・

仕事や旅行などに出かけ当日に投票ができない人は、 

　　　　　　　　　　　　　　 をしましょう 

☆ 期　間　2月25日（金）～3月12日（土）（土日も投票できます） 
☆ 時　間　午前8時30分～午後8時 
☆ 投票所　・市役所1階ロビー（投票区・全域） 
　　　　　 ・天羽行政センター（投票区・15から25の天羽行政区の区域） 
☆ 投票できる人 
　次の年齢要件と住所要件の両方を満たしている人 
　　①昭和60年3月14日までに生まれた人 
　　②平成16年11月23日までに住民登録し引き続き市内に住所を有する人 
※投票所入場券を持参してください。入場券を受付に渡し、期日前投票の事由 
　で該当するものを選択するなど宣誓書を記入してから投票用紙を受け取って 
　ください。 
  
○病院・施設などで行う投票 
　病院や施設に入院または入所中の人は、その病院や施設が不在者投票のでき 
る施設の指定を受けていれば、その場所で不在者投票をすることができます。 
　手続きの方法は、その病院または施設におたずねください。 
富津市内での指定施設 
・天羽養護老人ホーム／養護老人ホーム望みの門楽生園／特別養護老人ホーム 
　望みの門紫苑荘／さつき会特別養護老人ホームつつじ苑／ケアハウスラクト 
　ピア／特別養護老人ホーム金谷の里／介護老人保健施設ケアセンターさきぐ 
　　　　　　　さ／介護老人保健施設わかくさ／身体障害者療護施設どんぐり 
　　　　　　　の里（富津市以外の指定施設でも不在者投票ができます） 
　　　　　　　○仕事などでほかの市区町村に滞在中で、投票日までに本市に 
　　　　　　　　帰れない予定の人は、滞在地の市区町村で不在者投票ができ 
　　　　　　　　ます。 
　　　　　　　※詳しくは市の選挙管理委員会または、滞在地の選挙管理委員会 
　　　　　　　　へお問い合わせください 
　　　　　　　　選挙管理委員会　80・1326 
　　　　　　　　URL http://www.city.futtsu.chiba.jp/ 
 

 

市
で
は
身
体
障
害
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

障
害
者
で
経
験
豊
富
な
有
識
者

を
相
談
員
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

今
回
新
た
に
関
尻
在
住
で
車
い

す
利
用
者
の
福
本
善
雄
さ
ん
を

委
嘱
し
ま
し
た
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
内
の
相
談
員

三
辻
康
一
さ
ん

87
・
６
１
４
６

高
橋
正
義
さ
ん

66
・
０
４
３
１

鈴
木
志
津
子
さ
ん68

・
１
４
８
５

福
本
善
雄
さ
ん

68
・
０
６
９
８

市役所の窓口に置きまし
た新潟県中越地震被災者へ
の義援箱は、1月12日で回
収しました。寄せられた義
援金、25万1952円は、
日本赤十字社に送金しまし
た。皆さんのご協力、あり
がとうございました。
高齢者福祉係　80・

1258

障
害
者
福
祉
係
　
80
・
１
２

６
０
　
80
・
１
３
５
５

４
月
か
ら
の
入
所
手
続
き
を

済
ま
し
て
な
い
人
、
市
外
の
保

育
所
（
園
）
を
希
望
の
人
、
新

規
や
継
続
の
入
所
の
手
続
き
済

で
も
必
要
書
類
が
未
提
出
の
人

は
、
早
め
に
保
育
所
ま
た
は
福

祉
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

必
要
書
類
の
源
泉
徴
収
票
の

写
し
は
２
月
18
日

ま
で
、
確

定
申
告
の
写
し
は
３
月
18
日

ま
で
で
す
。

児
童
家
庭
係
　
80
・
１
２
５

６ 保
育
所(

園)

の

入
所
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

身体障害者

相談員に

新たに福本さんを
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◯相談・健診（2/1～2/28）　問 �80・1268
内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

 
健 康 相 談   

 

健康全般に関する相談 

  

10:00～12:00２日(水) 金谷コミュニティセンター 

 

 

 

栄 養 相 談  
４日(金)

9  :30～11:30
天羽行政センター 食事(栄養)などについての 

相談 28日(月) 健康づくり課 

 
 

 
生後３カ月ごろの発育･発 
達･離乳準備と離乳食の始 
まりについて 
 

平成16年10月生まれ  
 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

3カ月児教室 10日(木) 9  :30～ 9  :45 市役所 5 階会議室 

 

  

内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

�80・1268
電話予約制 

健康づくり課 

    
 

 
 

1歳児教室  23日(水) 9  :20～ 9  :45 中央公民館 
平成16年１月生まれ 
１歳ごろの保育と食事に 
ついて      

   

 

 
 

 

 

 

   

 

 

  

1歳6カ月児健診 １日(火) 13:00～13:40 市役所５階会議室 平成15年７月生まれ 

3歳児健診  ８日(火) 13:00～13:40 市役所５階会議室 平成13年８月生まれ 7カ月児教室 22日(火) 13:00～13:15 中央公民館 
平成16年７月生まれ 
生後７カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

9カ月児教室 23日(水) 13:00～13:15 中央公民館 

平成16年５月生まれ 
生後９カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

君津郡市夜間急病診療所 

�0438・25・6284
●診療時間：午後9時～深夜12時まで 
　　　　　 （毎夜間診療しています） 
●診療科目：内科・小児科 
　　保険証（老人医療受給者証）は、必ず持参 
　してください。保険証がないと治療費を全額 
　負担していただくことになります。 

木
更
津
港 

県道木更津富津線県道木更津富津線 県道木更津富津線 

至岩根駅 至 
祇園駅 

木更津木更津 
　郵便局　郵便局 
木更津 
　郵便局 

銀行 信用金庫 

富士見通富士見通り 富士見通り 
西口西口 西口 東口東口 東口 

アインス アインス 
ホ
テ
ル 

木
更
津
駅 

夜間急病診療所 

橋
たかはし

元輝
げんき

くん 平成16年8月9日生まれ　

撮
影
　
菅
原
譲
太
郎
さ
ん

―
山
　
中
―

広
田
滝

ひ
ろ
た
の
た
き

滝
の
落
差
は
８
メ
ー
ト
ル
、
水
量
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

ど
の
よ
う
に
し
て
削
ら
れ
た
の
か
、
岩
は
鋭
い
も
の
で
削
り
と
っ
た
よ
う
に
鋭

角
に
重
な
っ
て
い
る
。
水
の
軌
道
き
ど
う

の
周
り
は
コ
ケ
が
生
え
、
シ
ダ
の
葉
が
覆
っ
て

い
る
。

内　容 実施日 受付時間 会　　場 対　　象 備　　　考 

ツベルクリン 
反 応 検 査   

13:10～13:40

13:10～13:40

市役所 ５ 階会議室 
 平成16年 

　　　10月生まれ 

４歳未満まで接種可能 
※接種方法･ツベルクリン反応検 
査後48時間後に判定･陰性者 
(９mm以下)にBCG接種します。 
(１週間前からの体温測定はBCG 
に向けて必要)

判定･BCG接種 市役所 ５ 階会議室 
 

 

ポ  リ  オ 13:10～13:40 市役所 ５ 階会議室 
 

平成16年9月生まれ 
（1回目） 
平成16年7月生まれ 
（2回目） 

７歳５カ月まで接種可能 
※接種方法    ６週間以上間 
隔をあけて２回飲みます。 

2日（水） 

4日（金） 

9日（水） 

☆予防接種は １ 週間の検温と母子手帳がないと受けられません（予診票に必ず記入） 
☆通知する子以外でも対象年齢内であれば接種できます（お問い合わせください） 
☆受付時間を過ぎて入場された場合お断りすることがあります。必ず時間内にお入りください 
☆予防接種のすすめ（予診票のつづり）の内容をよくお読みください 

注
意 

◯集団接種（2/1～2/28）　問 �80・1268

都合により変更する場合もありますので、お問い合わせください 
日曜・休日・緊急の場合の問い合わせは、消防本部�65・0119

２月 
２月 
２月 
２月 
２月 

6 日 
11日 
13日 
20日 
27日 

日 
金 
日 
日 
日 

65・0992 
65・1251 
67・2555 
65・0020 
87・0039

月　日 曜日 当  番  医  名 電話番号 

休日当番医 ◇受付時間　午前 9 時～午後 5 時 

森田医院附属富津診療所 
君津中央病院大佐和分院 
天 羽 診 療 所  
堀 医 院  
あさなぎセントラルクリニック 

（大堀）

（前年比は富津市） 

人身事故件数（件） 

物件事故件数（件） 

死　　　　者（人） 

負　  傷　  者（人） 

 

38,000 

－ 

332 

47,873

301 

1,051 

6 

438

＋18 

＋89 

－  2 

＋30

千葉県 富津市 前年比 

交通事故発生状況（12月31日現在） 

問い
合わ
せ 

健康
づく
り課
 

　�
80・

126
8

洋服もこのとおり、
すぐパンパンになっちゃう
けど、大きくなるのが楽し
みなんだって。もっと
大きくなるぞぅ～

●ＢＣＧワクチンの接種年齢が変ります
結核予防の一部改正で、現在4歳まで実施している
BCG接種が、4月1日から生後6カ月未満までに変更
となります。
まだ、ＢＣＧ接種が済んでいないお子さんは、3月
までに接種するようお知らせします。
※ＢＣＧ接種は集団接種です。日程を確認してくだ
さい。
健康づくり課　80・1268

ご厚意ありがとう（敬称略）
社会福祉振興に―
富津市老人クラブ女性部
文化協会工芸部
つぼみの会
さつまいもの会
ともし灯の会
明るい社会づくりかずさ委員会
房総ヤクルト販売㈱
大成企業㈱
湊婦人会
弥生の会
交通遺児育成に―
�千葉県自動車整備振興会富津支部
富津公民館に―
弥生の会　ＤＶＤビデオカメラ、プリンターセット

（10万円相当）
防犯対策に―
東京電力㈱木更津支社

6万円
1万5000円

1万円
7000円
10万円

1万7000円
2225円
2496円
10万円
10万円

7万3589円

防犯灯10基

県下における平成16年中の交通事故死

亡者は、332人。平成15年と比較すると

マイナス26人でしたが、全国ワースト3位

という毎年ワースト上位指定県の不名誉を

返上することができませんでした。

富津警察署管内では、6人が亡くなって

います。今年こそ、事故を少なくするよう、

皆さん1人ひとりが、命の尊さを重んじ、

交通法令や交通マナーを守り、交通事故防

止に努めましょう。

富津警察署交通課　66・0110

交通事故防止に協力を!!
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気をつけよう!毎月10日は「交通安全の日」です

（8）

我
が
家
に
、
節
分
の
日
に
生
ま
れ

た
子
が
い
ま
す
。

今
は
、
学
校
の
勉
強
に
部
活
動
、

そ
し
て
学
習
塾
と
休
む
日
も
な
く
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
誕
生
祝
い
の
ケ
ー
キ
と
豆

ま
き
の
豆
、
ち
ょ
っ
と
変
な
組
み
合

わ
せ
の
節
分
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
ひ
ら
の
）

体操して笑って健康です

―菜の花さわやかサークルの皆さん ―

中央公民館の健康教室から始まり20年、
始めた当時は体がぴょんぴょん、今は心
がぴょんぴょん跳ねてます。ノルマもな
ければうまい下手もない、途中バランス
が崩れるのもおちの一つ、みんなの笑い
を誘うのにはもってこい。笑いも健康の
うちと、笑って楽しくやっているから、
仲間も総勢２６人、毎月第１と第３の金
曜日の午後１時半に集まります。最初は
手首の運動で始まり、腕を動かし首を伸
ばし、肩へ、そして全身へとストレッチ
は続き、体が十分ほぐれたら菜の花体操
となります。「みんな体の柔らかさはぴか
一。実年齢よりも15歳以上は若い」と当
初から教えてくれている吉本充先生は言
う。その先生の話術も手伝って、笑い声
の耐えない２時間を過ごしています。

募
集
し
て
い
ま
す

◆
「
今
が
旬
」
の
原
稿
（
４
０
０
字
以
内
）

◆
「
な
か
よ
し
」「
ふ
っ
つ
人
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く
だ
さ
る
人
・
団
体

◆
「
や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
」（
写
真
と
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
と
簡
単
な

コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
）

送
り
先
・
連
絡
先
・
　
〒
２
９
３
│
８
５
０
６
　
富
津
市
下
飯
野
２
４
４
３

富
津

市
役
所
情
報
課
広
報
広
聴
係

80
・
１
２
２
５
�
80
・
１
３
５
０

受
験
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
。
今
の

子
ど
も
た
ち
は
学
力
が
低
下
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
な
ん
の
何

の
、
私
な
ど
新
聞
に
載
っ
て
い
る
問

題
な
ど
見
る
と
頭
が
痛
く
な
っ
て
し

ま
う
…
…
。
塾
通
い
も
自
分
の
時
代

に
は
そ
う
そ
う
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

少
子
化
と
は
い
え
、
希
望
の
学
校
に

入
る
に
は
子
ど
も
た
ち
は
大
変
で
あ

る
。
我
が
家
に
も
受
験
生
が
い
る
が
、

親
は
神
頼
み
し
か
な
い
。
初
詣
に
は

い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
奮
発
し
た
次

第
で
あ
る
。

（
し
も
つ
ま
）

20数年前、富津市史編さんに携わり、大きな転機
となりました。
ここで生まれ、東京で師範学校に行きその後13年
間と、終戦でこちらに戻り退職まで教員を勤めてい
ました。元々歴史が好きだったこともあり、退職し
てすぐ市史の編さんの一員として駆

か

り出されました。
資料を集めると、古文書ばかり。好きだったとはい
え、歴史を専門的に学んでいたわけではないので、
読むのに苦労しました。また、このころ宅地開発な
どで古墳が壊されてしまうという思いもありました。
人生の中で、師範学校の入学試験の時とこの時とて
も勉強した思い出があります。故菱田忠義先生に教
わりながら、分からないことは何でもすぐ聞くので、
勉強の態度が良いとほめられたくらい。おかげで、
90歳を過ぎた今でも県立上総博物館で月に一度、古
文書の講義をしています。西上総文化会の会員にも
なり、木更津図書館で講師をしたりもしています。
最近の子どもたちの事故、小学生同士の殺人事件
や、児童虐待などのニュースを聞くと教師をやって
いたのでどうして命を粗末にするのかと心が痛みま
す。人が人をあやめてはいけないという家庭教育が
大切だと思うのです。でも先日訪れた青堀小学校の
目標が、思いやりと助け合いとなっていました。こ
れなら大丈夫と思っています。
今、妻と二人暮らしをしていますが、妻が心臓を
患ってから、今まで触ったこともなかった台所に立
ち、食事の支度をしたりしています。ヘルパーさん
のお世話にもなっています。私は短気だったからよ
く妻に怒りました。この時から怒らない宣言をした
ら、家庭の雰囲気が変わったと子どもたちに言われ
るようになりました。今は穏やかなこの地で、夫婦
ともども静かに暮らしています。
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人生の転機は60歳すぎての市史の編さん
古文書が生涯学習です

八田
は っ た

英夫
ふ さ お

さん
【下飯野】

１
月
６
日
、
富
津
中
学
校
で
３
学
期
の

始
業
式
の
終
了
後
、
琴
や
三
味
線
、
尺
八

に
よ
る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
お
正
月
ら
し
い
「
春
の
海
」

や
歌
謡
曲
の

「
世
界
に
一
つ

だ
け
の
花
」、

「
さ
く
ら
」
な

ど
が
演
奏
さ

れ
、
生
徒
た

ち
は
和
楽
器

の
響
き
に
聞

き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

市
内
の
産
業
が
集
結 

― 

大
勢
の
人
が
訪
れ
た 

　
　
　
　
　
　 

産
業
ま
つ
り 

― 
伝統音楽の響きを味わう 
― 富津中でコンサート ― ― 富津中でコンサート ― 
伝統音楽の響きを味わう 

獲れたてのカニがおいしそう 
 ―金谷でテレビ撮影― 

初大師に今年の願いごとを 
 ―参拝客でにぎわう灯篭坂大師堂（竹岡）― 

歌
手
の
ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン
（
菅
原
孝
さ
ん
、

菅
原
進
さ
ん
）
が
、「
大
都
会
か
ら
１
時
間
、

隠
れ
た
小
さ
な
温
泉
郷
」
と
い
う
旅
番
組
の

撮
影
で
１
月
13
日
に
、
金
谷
を
訪
れ
ま
し
た
。

天
羽
漁
業
組
合
の
金
谷
漁
港
に
揚
が
っ
た

新
鮮
な
ア
カ
ザ
エ
ビ
や
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。
午
後
は
鋸
山
に
登
り
東
京

湾
を
一
望
す
る
景
色
を
堪
能
。
そ
の
後
石
切

り
場
跡
で
切
り
立
っ
た
岩
を
バ
ッ
ク
に
「
白

い
ブ
ラ
ン
コ
」
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
地
元
の
温
泉

旅
館
に
宿
泊
し
、

１
日
目
の
撮
影

を
終
了
し
ま

し
た
。

市
内
の
産
業
が
集
結 

― 

大
勢
の
人
が
訪
れ
た 

　
　
　
　
　
　 

産
業
ま
つ
り 

― 

伝統音楽の響きを味わう 
― 富津中でコンサート ― 

獲れたてのカニがおいしそう 
 ―金谷でテレビ撮影―  ―金谷でテレビ撮影― 

獲れたてのカニがおいしそう 

初大師に今年の願いごとを 
 ―参拝客でにぎわう灯篭坂大師堂（竹岡）― 

今
年
も
１
月
21
日
の
「
初
大
師
」

は
、
大
勢
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
、
立

ち
上
る
煙
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

お
参
り
を
済
ま
せ
、
ベ
ン
チ
で
休

ん
で
い
た
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ

ん
は
「
家
内
安
全
、
健
康
で
い
ら
れ

ま
す
よ
う
に
、
と
お
願
い
し
に
来
ま

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
内
の
産
業
が
集
結 

― 

大
勢
の
人
が
訪
れ
た 

　
　
　
　
　
　 

産
業
ま
つ
り 

― 

伝統音楽の響きを味わう 
― 富津中でコンサート ― 

獲れたてのカニがおいしそう 
 ―金谷でテレビ撮影― 

初大師に今年の願いごとを 
 ―参拝客でにぎわう灯篭坂大師堂（竹岡）―  ―参拝客でにぎわう灯篭坂大師堂（竹岡）― 

初大師に今年の願いごとを 
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